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論文審査の要旨（400 字以内）  

 

 膵管内乳頭粘液性腫瘍（以下 IPMN）は組織学的亜型により悪性化リ

スク、癌の組織型、予後が異なる。術前の悪性度診断には内視鏡膵管造

影下で採取した膵液細胞診が行われるが精度は低い。本研究は免疫組織

化学染色が可能なセルブロック細胞診で IPMN の精度診断を検討した。 

 外科切除された IPMN20 症例を対象に、術前に膵液の細胞成分でセル

ブロックを作成し HE 染色とムチン染色で組織学的亜型を診断し、切除

標本の病理診断と比較した。セルブロック細胞診による組織学的亜型は

分枝型の１例を除き、すべて手術病理診断と一致した。セルブロック細

胞診による IPMN の上皮異型度の感度は、主膵管型•混合型で 67%、分

枝型で 33%であった。  

 膵液セルブロック細胞診は従来の膵液細胞診に比べ精度が高く、手術

病理診断の IPMN 組織学的亜型の一致率も極めて高かった。術前診断法

として有用性が証明され、臨床的かつ学術的に価値ある論文である。  

 

 本要旨は当該論文が第二次審査に合格した後の 1週間以内に学務部医

学部大学院課へご提出下さい。（本学学会雑誌に公表） [学校教育法学位

規則第 8 条 ] 
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